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CDK8 protein kinase; Cell division protein kinase 8; Cyclin Dependent kinase 8; K35; Mediator
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	応用
	抗原情報
	背景
	メディエーター複合体の成分で、ほぼすべてのRNAポリメラーゼII依存性遺伝子の調節された遺伝子転写に関与するコアクチベーターです。メディエーターは、遺伝子特異的調節タンパク質から基本的なRNAポリメラーゼII転写機構に情報を伝達する橋渡しとして機能します。メディエーターは、調節タンパク質との直接相互作用によってプロモーターにリクルートされ、RNAポリメラーゼIIおよび一般転写因子との機能的な開始前複合体の組み立ての足場として機能します。RNAポリメラーゼIIの大サブユニット（RNAp II）のCTD（C末端ドメイン）をリン酸化します。これにより、転写開始複合体の形成が阻害される可能性があります。CCNHをリン酸化して、TFIIH複合体のダウンレギュレーションと転写抑制を引き起こします。 MAML1 との相互作用を通じてリクルートされ、NOTCH の細胞内ドメインを過剰リン酸化してその分解を引き起こします。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CDK8 (2S1) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

